
イオン液体と酸素を用いたキシリレンジアミンからの

ポリイミンの合成の検討 

(群馬大院理工) 米山 賢、山延 健○新井康弘 

【要旨】イオン液体と酸素を用いてキシリレンジアミンからのポリイミン合成について

検討した。重合時間、モノマー濃度、重合温度、イオン液体種について検討した結果、

m-キシリレンジアミンを 96 h、濃度 3.0 mol/L、120℃で、[AMIM][Cl]中で反応させるこ

とで、固有粘度 0.97 dL/gの目的のポリイミンが収率 95 %で得られる事が分かった。 p-

キシリレンジアミンを用いて同様に[BMIM][Cl] 中で重合させたところ重合溶液がゲル

化したが、得られたポリマーの粘度は m-シリレンジアミンよりも高く、p-キシリレンジ

アミンの方がこの重合方法では反応性が高い事が分かった。

【緒言】主鎖骨格にイミン(C=N)結合を持つポリイミンはイミン結合自体の剛直性と極

性から高機能繊維や液晶ポリマー、イオンセンサーなどへの応用が期待されている。一

般的にポリイミンはジアミンとジアルデヒドの重縮合により合成されているが、この際

に使われているアルデヒド基自体は容易に酸化され、イミン合成に不活性なカルボン酸

となってしまう。その対策として過剰量のジアルデヒドを用いて重合が行われることも

あるが、この手法は経済的とは言い難い。この様な問題を解決するにはジアルデヒドを

用いない方法が有効である。アルデヒドを用いずにイミンを合成する方法として、アミ

ン化合物のみからイミンを合成する反応が幾つか報告されている。これらの反応では高

価な金属触媒 1)や毒性のある四塩化炭素 2)などを用いる必要があり、満足できる反応とは

必ずしも言えない。最近、安全性がより高いイオン液体と酸素を用いるイミン合成反応

が報告された 3)。この反応で用いられるイオン液体は、イオンのみから構成される液体で

あり、高い溶解能、高い安定性、大気中への放出が無いといった特徴を持ち、現在用途

が模索されている化合物である。本研究では、この様な優れたとく特性を持つイオン液

体を用い、酸素雰囲気下でのキシリレンジアミンからのポリイミンの新規な合成方法に

ついて検討したので、ここに報告する。

Scheme 1. Synthesis of polyimines from xylylenediamines 

【実験】キシリレンジアミン(12 mmol)をイオン液体 4 mL中、酸素雰囲気下で、所定温

度、所定時間反応させた。反応終了後、反応溶液を水に投入し、沈殿物をろ過・減圧乾

燥することで目的のポリイミンを得た。 
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